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▽　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時　

２３

１０

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
き
ん
た
の
会
）、

大
正
琴
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ

▽　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
５
時　

２４

１０

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
の
演
奏
と
歌
、

女
声
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
舞
踊
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ウ
ク
レ
レ
、
カ
ラ

オ
ケ

▽
１
日
�
午
前　

時
〜
午
後
７
時　

１０

３０

分　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
気
功
体
操
、

手
品
、
振
り
そ
で
の
着
付
け
と
帯
結

び
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

演
劇
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
和
太

鼓▽
２
日
�
午
前　

時
〜
午
後
７
時　

１０

３０

〔
所
在
地
〕
中
和
泉
５
�　

�　
２０

２０

〔
募
集
戸
数
〕
単
身
者
用
１
戸

※
入
居
待
機
者
（
３
人
）
の
登
録
も

行
い
ま
す
。
有
効
期
間
は
、
入
居
補

欠
者
と
し
て
決
定
し
た
日
か
ら
原
則

１
年
で
す
。

〔
申
込
資
格
〕
▽
２
月　

日
現
在
、

２９

満　

歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
方

６５
（
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
い
な

い
方
）
▽
２
月　

日
現
在
、
市
内
に

２９

引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る

方
▽
独
立
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る

方
▽
持
ち
家
に
居
住
し
て
い
な
い
方

▽
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
▽
連
帯
保
証
人
が
い

る
方
▽
平
成　

年
中
の
所
得
金
額
が

１８

３
２
１
万
６
�
０
０
０
円
以
内
の
方

▽
居
住
ル
ー
ル
を
厳
守
で
き
る
方

　

狛
江
市
教
育
委
員
会
に
登
録
し
て

い
る
地
域
の
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
団
体

お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
が
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
で
使
用
す
る
場
合
の

使
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

〔
使
用
で
き
る
日
時
〕
毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
指
定
日
を

除
く
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
使
用

す
る
日
の
前
月
１
日
（
１
日
が
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以

降
の
平
日
）
に
環
境
改
善
課
へ
。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
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高
齢
者
住
宅
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（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
い
ず
み
）

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
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入
居
者
募
集

〔
申
込
書
配
布
期
間
〕
２
月　

日
�

１８

か
ら　

日
�
ま
で
産
業
生
活
課
で
配

２７

布
※
２
月
４
日
�
か
ら
の
都
営
住
宅

募
集
に
申
し
込
ん
だ
方
も
、
高
齢
者

住
宅
に
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
本
人
が

１８

２９

産
業
生
活
課
へ
。

シルバーピアいずみ

西野川ひろば

分　

謡
曲
の
つ
ど
い
、
和
太
鼓
ほ
か
、

民
謡
、
輝
け
・
邦
楽
を
い
べ
ん
と
西

河
原
に
！　

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｉ
Ｎ　

Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｅ
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▽　

日
�
・　

日
�　

絵
画
、
陶
芸

２３

２４

（
手
作
り
陶
器
市
）、
七
宝
焼
、
写
真
、

生
け
花
、
ビ
デ
オ
、
平
和
写
真
展
、

和
紙
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
グ
ル
ー
プ
活

動
展

▽
１
日
�
・
２
日
�　

写
真
、
俳
句
、

書
道
、
染
色
、
水
墨
画
、
ハ
ー
ブ
ク

ラ
フ
ト
、
絵
画
、
生
け
花
、
木
工
、

活
動
展

�
�
�
�
�
�

▽　

日
�　

紙
す
き
、
民
謡

２３
▽　

日
�　

紙
す
き

２４
▽
１
日
�　

日
本
舞
踊
と
篠
笛

▽
全
日　

パ
ソ
コ
ン
体
験
※
西
河
原

公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
室
の
利
用
を
希

望
す
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
後

日
、
講
習
会
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
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さまざまな踊りや演奏などが繰り広げられるステージ

力作ぞろいの展示会
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▽　

日
�　

コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ
キ
ー
、

２３
薄
茶
点
前

▽　

日
�　

世
界
の
家
庭
料
理

２４
▽
１
日
�　

立
礼
薄
茶
点
前

▽
１
日
�
・
２
日
�　

ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
と
お
菓
子
、
包
丁
研
ぎ

�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
３
時　

２８

４５

分
か
ら

〔
内
容
〕
人
形
劇
（
人
形
劇
サ
ー
ク

ル
「
ぶ
ん
ぶ
ん
」）

日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程日程

時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間時間 午前１０時～午後４時
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西
野
川
ひ
ろ
ば

西
野
川
ひ
ろ
ば（
旧
第
七
小
学
校
校
庭
）

（
旧
第
七
小
学
校
校
庭
）
のの

貸
し
出
し
受
け
付
け

貸
し
出
し
受
け
付
け
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広報こまえ　平成 ２０ 年（２００８ 年）２ 月 １５ 日　�

　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、民間企業の給与実態な
どを調査して行う国の人事院、都の人事委員会の勧告の内容や各市
の状況などと比較し、市議会の議決によって定められる条例等で決
められています。
　また、市長、副市長、教育長の給料や市議会議員の報酬は、「狛江
市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の議決を経て条例
で定めています。
　公表する主な内容は、国や都との比較を含め、平成１８年度の支給
状況と平成１９年４月１日現在の職員給与などです。
 

 

 

 

 

 

� �������（普通会計決算）�������������
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� ��������	
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� ��������	
（平成１９年４月１日現在）�������������

� ��������	
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��������（平成１９年４月１日現在）�������������
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（平成１９年４月１日現在）�������������

 

 

� �������	
�（一般行政職）�������������

� �������	�������������

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

実質収支
歳出額
（Ａ）

住民基本台帳人口
（平成１９年３月３１日）

区分

２２．５％４，８９９，３００千円５９６，７７５千円２１，７９１，２３２千円７６，１６９人平成
１８年度

※人件費には、給与費のほか退職手当に関する費用や共済費ならびに特別職に支給される
給料、報酬等も含まれます。
※普通会計とは、総務省が定めた統一基準により全地方自治体が用いる、地方財政統計
上の会計区分のことです。

１人当たり給
与費（Ｂ／Ａ）

給　　与　　費職員数
（再任用１４人
含む） （Ａ）

区分
計（Ｂ）職員手当給　料

６，８１１千円３，３７８，１８５千円１，３８２，０４７千円１，９９６，１３８千円４９６人平成
１８年度

※職員手当には退職手当は含まれていません。
※職員数は、特別職を除く平成１８年４月１日現在の人数です。

技能労務職一般行政職
区分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４５歳３月３４９，１００円４５歳９月３６６，５００円狛江市

４８歳８月２８７，０９４円４０歳７月３２５，７２４円国

４７歳０月３３０，７３２円４３歳７月３５７，４１４円東京都

東京都国狛江市
区　分

初任給初任給（Ⅰ類）初任給

１７９，２００円１７９，２００円１７５，６１６円
（１７９，２００円）大学卒

一般行政職
１４２，７００円１３８，４００円１３９，８４６円

（１４２，７００円）高校卒

※（　）内は２％減額前です。
※この初任給のほか、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　分

３５７，５０４円３１８，９０６円２７０，２８４円大学卒
一般行政職

（２９３，７０６円）（２５５，３８８円）（２１３，４４４円）高校卒

※高校卒職員の経験年数別・学歴別は、該当ありません。
※（　）内は、高校卒採用者給料月額の標準モデルです。

計
７級６級５級４級３級２級１級区　　分

部長
理事

課長
課長
補佐

係長
主査

主任
主事

主事主事標準的な職務内容

２７５人１２人３４人２１人６７人８０人５８人３人職　員　数

１００％４．４％１２．４％７．６％２４．３％２９．１％２１．１％１．１％構　成　比

１００％４．０％１２．３％６．７％２７．３％２７．３％２０．４％２．０％１年前の構成比参 
考 １００％３．０％１２．３％５．４％３１．９％２６．１％１９．２％２．１％５年前の構成比

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
※職員数は、福祉職・技能労務職等を除いたものです。
※５年前の構成比は、平成１７年１月に給料表を移行したため、当時の級を現在の級にし
た場合の構成比です。

平成１７年度平成１８年度区　　　　　分
３０５人３００人職　　員　　数 （Ａ）
４２人３２人普通昇給期間（１２月）を短縮して昇給した職員数 （Ｂ）
１３．１％１０．７％比　　　　　率 （Ｂ／Ａ）

１１％支給率（平成１９年４月１日現在）

地 域 手 当
（平成１８年度）

全職員支給対象の職員数
０～１８％国の制度（支給率）

３９，８８１円支給対象職員１人当たり平均支給月額
（平成１８年度決算額）

全職種区　　　　　　分

特殊勤務手当
（平成１８年度）

２１．７％職員全体に占める手当支給職員の割合
５，１１８円支給対象職員１人当たり平均支給月額
７手当の種類

徴収手当、清掃作業等従事手当、訪問・指導等従事手当、感染
症防疫作業従事手当、行路病人および行路病死者取扱作業従事
手当、出動手当、変則勤務従事手当

６８，４８１千円支給総額
平成１８年度

超過勤務手当
　１２，２７２円職員１人当たり平均支給月額
７１，８８５千円支給総額

平成１７年度
　１２，２５０円職員１人当たり平均支給月額

東京都国狛江市区分

（平成１８年度支給割合）
　　　期末手当　勤勉手当
６月期　１．６０月 ０．４７５月
　　　（０．７５月） （０．２７５月）
１２月期　１．６５月 ０．４７５月
　　　（０．９５月） （０．２７５月）
３月期　０．２５月　　 －
　　　（０．１０月）　  （－）
小　計　３．５０月 ０．９５月
　　　（１．８０月） （０．５５月）
期末勤勉手当合計　４．４５月
 （２．３５月）
職務段階別加算　有

（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

（平成１８年度支給割合）
　　　期末手当　勤勉手当
６月期　１．４０月 ０．７２５月
　　　（０．７５月） （０．３５月）
１２月期　１．６０月 ０．７２５月
　　　（０．８５月） （０．４０月）

小　計　３．００月 １．４５月
　　　（１．６０月） （０．７５月）
期末勤勉手当合計　４．４５月
 （２．３５月）
職務段階別加算　有

（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

（平成１８年度支給割合）
　　　期末手当　勤勉手当
６月期　１．５５月　　０．５２月
　　　（０．７５月） （０．２７月）
１２月期　１．５０月　　０．６３月
　　　（０．９５月） （０．２８月）
３月期　０．２５月　　 －
　　　（０．１０月）　  （－）
小　計　３．３０月　　１．１５月
　　　（１．８０月） （０．５５月）
期末勤勉手当合計　４．４５月
 （２．３５月）
職務段階別加算割合
部長職２０％　課長職１５％　
課長補佐職等１０％
係長職等５％
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

勤　

勉　

手　

当

期　

末　

手　

当

（平成１９年３月３１日現在）
（支給率）
　　普通退職　定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３３．５月
勤続２５年　３２．５月 ４３．５月
勤続３５年 ４９．７５月 ５９．２月
最高限度　５０．０月 ５９．２月
加算措置　定年前早期退職
　　　　　特例措置
　　　　（２％～２０％加算）

（平成１９年３月３１日現在）
（支給率）
　　普通退職　定年等退職
勤続２０年　２３．５月 ３０．５５月
勤続２５年　３３．５月 ４１．３４月
勤続３５年　４７．５月  ５９．２８月
最高限度 ５９．２８月 ５９．２８月
加算措置　定年前早期退職
　　　　　特例措置
　　　　（２％～２０％加算）

（平成１９年３月３１日現在）
（支給率）
　　普通退職　定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３５．０月
勤続２５年　３２．５月 ４５．５月
勤続３５年 ４９．７５月 ５９．２月
最高限度　５９．２月 ５９．２月
加算措置　定年前早期退職
　　　　　特例措置
　　　　（２％～２０％加算）
平成１８年度平均支給額
（普通退職）　７，９４０，３５８円
（定年等退職）２７，６９５，０５０円

退　

職　

手　

当

平成１８年度支給割合退職手当給料月額等区　分

６月期 ２．０７月
１２月期 ２．１３月
３月期 ０．２５月
　計 ４．４５月

期
末
手
当

１年に付き４．０月
１年に付き３．０月
１年に付き２．５月

７５１，１２０円（９１６，０００円）
７０１，３２０円（７８８，０００円）
６５３，２６０円（７３４，０００円）
市長１８％、副市長・教
育長１１％を減額

給　
　

料

市 長
副 市 長
教 育 長

６月期 ２．０月
１２月期 ２．７５月（３．０月）
３月期　　　　　－
　計 ４．７５月（５．０月）

期
末
手
当

無
無
無
無

４７６，０００円（５５８，０００円）
４２５，０００円（４９８，０００円）
４１０，５００円（４８２，０００円）
４０３，７００円（４７４，０００円）
改正前報酬額から１５％
を減額

報　
　

酬

議 長
副 議 長
常任委員長
議 員

※特別職の給料等は、狛江市特別職報酬等審議会の答申に基づき条例で定められています。
※（　）内は減額前です。

国の制度
国の制度
との異同

内　　　容区　分

配偶者 １３，０００円
そのほかの親族 ６，０００円
特定期間のある子 ５，０００円

異なる
配偶者 １３，５００円
そのほかの親族 ６，１００円
特定期間のある子 ４，０００円

扶養手当

自己所有住宅 ２，５００円
異なる世帯主またはこれに準ずる者

 １０，５００円住居手当
賃貸住宅支給限度額 ２７，０００円
交通機関利用者
　原則６カ月定期券額を支給

交通機関の支給限度（１カ月当
たり） ５５，０００円
交通用具利用者
　通勤距離に応じて毎月支給

異なる

交通機関利用者
原則６カ月定期券額を支給
バスは、バスカード基準によ
り毎月支給
交通機関の支給限度（１カ月当
たり） ５５，０００円
交通用具利用者
　通勤距離に応じて毎月支給

通勤手当

（平成１９年４月１日現在）
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職員の給与・定員の状況
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�　広報こまえ　平成 ２０ 年（２００８ 年）２ 月 １５ 日

���������（平成１９年４月１日現在）

 

　職員の採用は、地方公務員法の規定により、競争試験（筆記、面
接、そのほかの手法）により実施しています。
　また、採用後の職員の昇任についても、人事評価、昇任試験など
を実施し、勤務成績等の能力の実証に基づいて選考を行っています。
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　平成１８年度の職員採用試験の実施状況および採用状況は次のとお
りです。
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　平成１８年度に実施した職員の昇任試験の実施状況は次のとおりで
す。
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　平成１８年度および平成１９年４月１日の昇任者は次のとおりです。

 

　市職員の給料は、平成１７年１月から東京都の給料表に準じて、職
務給化を図りました。職階ごとに必要とされる職務遂行能力の基準
を明らかにし、適正な任用による職務領域、役割分担に応じた給与
制度としています。
　また、緊急行動計画に基づき、特別職の給料の減額（市長１８％、
副市長１１％、教育長１１％）を継続しており、職員についても、平成
１６年度から職員給料２％、管理職手当１０％の減額を実施し、人件費
の削減を行っています。
　なお、平成１８年度の支給状況と平成１９年４月１日現在の職員の給
与の状況は「職員の給与・定員の状況」のとおりです。
　狛江市と国の給与水準の比較は次のとおりです。
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　一般職員の勤務時間は、原則として月曜日から金曜日までの週５
日間１日８時間の週４０時間となっています。１日の勤務時間、休憩
時間および休息時間は、原則次のとおり割り振られています。
　なお、図書館や保育園など公務運営上の事情、職務の性質により、
正規の勤務日、勤務時間などが不規則に割り振られる部署もありま
す。
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　「アクションプラン」策定に合わせ、「狛江市定員適正化計画」を
改訂し、今後増加する定年退職者への対応など将来像を踏まえた考
察を行い、平成１７年度から平成２１年度の５年間で、職員数を８９人削
減し、４６７人とする職員の適正化を計画的に推進しています。
　今後も行政サービスの質を落とさず、効率的な行政運営を行うた
めに、組織全体の在り方を踏まえて、職員の適性配置に取り組んで
いきます。
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主な増減理由
対前年
削減数

職員数

平成１９年平成１８年

　７　７議　　会

一

般

行

政

部

門

欠員不補充、民間委託など △６１００１０６総　　務

定数減 △１ ３４ ３５税　　務

退職者不補充など △８１６６１７４民　　生

定数減など △３ ３３ ３６衛　　生

――労　　動

　 ０　１　１農林水産

　 ０　５　５商　　工

退職者不補充など △２ ３１ ３３土　　木

△２０３７７３９７小　　計

――警　　察特
別
行
政

部　
　

門

多様な雇用形態の活用など △４ ８９ ９３教　　育

 △４ ８９ ９３小　　計

△２４４６６４９０普 通 会 計 計

――病　　院公

営

企

業

等

会

計

部

門

――水　　道

退職者不補充 △１　６　７下 水 道

受託水道業務の東京都への業務移行な
ど △９ ３５ ４４そ の 他

△１０ ４１ ５１小　　計

△３４５０７５４１総　 合　 計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、臨時または非常勤職員は除きます。

計平成１９年平成１８年平成１７年平成１６年平成１５年

６９２２１５２２５５減 員

一 般 行 政
部 門

１１２３１５増 員

△５８△２０△１２△２１０△５差 引

３７７３９７４０９４３０４３０職員数

２４７２４８３減 員

特 別 行 政
部 門

６３１１１増 員

△１８△４△１△３△８△２差 引

８９９３９４９７１０５職員数

１６１１２２１減 員

公営企業等
会 計 部 門

１１増 員

△１５△１０△２△２△１差 引

４１５１５３５５５６職員数

１０９４０１９２８１４８減 員

合 計
１８６４２５１増 員

△９１△３４△１５△２６△９△７差 引

５０７５４１５５６５８２５９１職員数

増減実績数値目標
平成１７年
４月１日
職員数 進捗率

対１７年
増減率

対１７年
増減数

平成１９年
４月１日
職員数

対１７年
増減率

対１７年
増減数

平成２２年
４月１日
職員数

５５．１％△８．８％△４９人５０７人△１６．０％△８９人４６７人５５６人

採用者数合格者数受験者数職　　種

６１４１９８一 般 事 務

１ ２ １３一 般 技 術

０ ０　０保 育 士

０ ０　０給 食 調 理

０ ０　０看 護 師

７１６２１１計

合格率合格者受験者区　　分

７３．７％１４１９管 理 職 昇 任 試 験

４４．８％１３２９第一種主任昇任試験

７２．７％８１１第二種主任昇任試験

主任級係長級課長補佐級課長級部長級区　　分

３７０ ４５１平 成 １８ 年 度

２９３１２９３平成１９年４月１日

休息時間休憩時間終了時刻開始時刻
１週間の正規
の勤務時間

正午から１５分間、午後３時
から５時１５分の間の１５分間

午後零時１５分
から４５分間午後５時１５分午前８時３０分４０時間

主事主任係長級課長補佐級課長級部長級職員数区　　分

１７９１０１６８２０２９ ８４０５市 長 部 局

　３　０ ２ ０ ０ ２　７議 会 事 務 局

 ４６ １９１４ ２ ５ ２ ８８教 育 委 員 会

　０　０ １ １ １ ０　３選挙管理委員会事務局

　０　０ １ ０ １ ０　２監 査 委 員 事 務 局

　０　０ １ ０ ０ ０　１農業委員会事務局

２２８１２０８７２３３６１２５０６計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、臨時または非常勤職員は除きます。定員の職員数とは統計上、教育長の
１人の差が生じています。

退　　職　　者　　数
採用者数区　分

死　亡普通退職ほか勧奨退職定年退職総　数

１６ ５１５２７１５平成１４年度

１５ ８１４２８２２平成１５年度

０５ ９１５２９１３平成１６年度

０７１２ ６２５ ６平成１７年度

０７ ９２３３９ ７平成１８年度

※採用には再任用フルタイム職員を含む。
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人事行政の運営等の状況

■ラスパイレス指数の推移

平均給料月額（百円）ラスパイレス指数年　度

３，９１９１０４．９平成１５年度

３，７６３１０１．０平成１６年度

３，７９６１００．３平成１７年度

３，７３０１００．３平成１８年度

３，６６５１０１．４平成１９年度

※ラスパイレス指数とは、地方
公務員と国家公務員の給与水準
を、国家公務員の構成を基準と
して、職種ごとに学歴別、経験
年数別に平均給料月額を比較
し、国家公務員の給与を１００とし
た場合の地方公務員の給与水準
を示したものです。
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（各年４月１日現在）
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平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標



広報こまえ　平成 ２０ 年（２００８ 年）２ 月 １５ 日　�

���������	�
�

　平成１８年度から、新たに職員の昇任選考の判断のほか、職員の能
力開発を目的とする課長職の人事評価を実施しました。今後、職員
全員が対象となる人事評価制度を完成させていく予定です。平成１８
年度に実施した勤務評定は次のとおりです。
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　東京都における区部を除く２６市５町８村と一部事務組合で組織す
る東京都市町村職員共済組合に加入しています。共済組合は法律に
基づき、主に健康保険、年金等の業務を行っています。
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　市は法律に基づき、事業主の責任において行う職員の福利厚生事
業を、条例に基づき設置された狛江市職員共済会を通じて行ってい
ます。職員共済会の運営は、職員本人の掛金と市および加入団体か
らの交付金で賄われています。掛金は本俸の１，０００の５、交付金は
流動的で、平成１６年度は掛金１に対し交付金１となっていますが、
平成１７年度以降は掛金１に対し交付金０．２となっています。

���������	
��


　職員の疾病予防、健康障害の早期発見を図るために労働安全衛生
法に基づく定期健康診断および個別の健康診断を実施しています。
また、健康保持・増進のた
めに健康教育や産業医、保
健師による健康相談を行っ
ています。さらに職員が健
康で安心して職務に精励で
きるような環境づくりの話
し合いを中央安全衛生委員
会で行っています。
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　職員の公務上の災害、または通勤途上における災害の補償につい
ては地方公務員災害補償基金東京都支部に加入し、地方公務員災害
補償法に基づき補償されています。

 

　公平委員会とは、法律に基づき職員からの勤務条件に関する措置
要求や不利益処分の不服申立てを受け付け、審査する機関です。東
京都市町村公平委員会からの報告事項は次のとおりです。
���������	
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　職員は、給与、勤務時間そのほかの勤務条件に関し、公平委員会
に対して、市の当局に、より適切な措置が取られるべきことを要求
することができます。要求件数は次のとおりです。
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　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分を受けた場合、公平
委員会に不服申立てができます。申立ての件数は次のとおりです。
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　休暇制度は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇および介護休暇
に区分されます。

���������	
��
（平成１８年１月１日～１２月３１日）

　職員には、１年当たり２０日間の年次有給休暇が与えられます。残日
数がある場合は、２０日を限度として翌年に繰り越すことができます。

���������	
�（平成１８年度）

　職員が育児をするための休業制度があ
り、最長３年間取得することができます。
育児休業は１日単位で、部分休業は時間
単位で取得することができます。
���������	
�（平成１８年度）

 

���������（平成１８年度）

　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、心身の故障
や職に必要な適格性を欠くなど一定の事由がある場合に、職員の意
に反する不利益な身分上の変動をもたら
す処分です。分限処分には、免職、降任、
休職および降給の４種類があります。
���������（平成１８年度）

　懲戒処分は、公務における規律と秩序を維持することを目的とし
て、職員が法令や職務上の義務等に違反した場合に道義的責任を問
うために行う処分です。懲戒処分には、
免職、停職、減給および戒告の４種類が
あります。

 

　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務の
遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければなりません。
職務の遂行に当たって職員が守るべき義務である服務に関する基本
原則は次のとおりです。
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　職員の研修は「人材育成基本方針」に基づき、研修制度を体系化
しています。平成１８年度の職員研修の実施状況は次のとおりです。
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取得率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数

３５．５％１３．５日５７３人７，７３３．０日２１，７７９．１日

計女男
３１２

計戒告減給停職免職

２０１０１

概　　　　　要服務に関する基本原則

職員の職務遂行に当たっては、法令・条例等の規定に従い、
かつ、上司の職務上の命令に忠実に従わなくてはならない。

法令等および上司の職務上
の命令に従う義務

職員は、職の信用を傷つけ、または職員の職全体の不名誉
となるような行為をしてはならない。信用失墜行為の禁止

職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならなく、退職
後も同様である。秘密を守る義務

職員は、勤務時間および職務上の注意力のすべてを職責遂
行のために用いなければならない。職務に専念する義務

職員は、政党その他の政治的団体の結成等に関与する等の
政治的行為をしてはならない。政治的行為の制限

職員は、争議行為等をしてはならない。争議行為等の禁止
職員は、営利企業等に従事することが制限され、従事する
場合は、許可を得なければならない。営利企業等の従事制限

人　数研修数研修名区　分

　　６　１新任職員研修

階 層 別 研 修
　　８　１新任フォロー研修
　２８　１主任研修

　１４　１係長職研修（ＯＪＴリーダーシッ
プ能力開発研修）

　３６　１汚職等非行事故防止（公務員倫理）
研修

特 別 研 修 　３４　１男女平等理解のための職員研修会
　２１　１普通救命講習会
　１９　１ファシリテーション研修
１３６４６東京都市町村職員研修所

派 遣 研 修
　　１　１東京都職員研修所
　１６１１各種講習会派遣
　１３１１その他派遣研修
　　９　２研修所第３ブロック合同研修合 同 研 修

職場内（ＯＪＴ）研修職 場 内 研 修
１２７自主研修制度自 主 研 修

内　　　　　容事　業　名

組合員とその家族の病気、ケガ、出産、死亡、休業または災害に対して
必要な給付を行う。短期給付事業

組合員の退職、障がいまたは死亡に対して年金または一時金の給付を行う。長期給付事業
健康診査などの健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸し
付けなどを行う。福 祉 事 業

■公務災害・通勤災害発生状況

平成１８年度平成１７年度平成１６年度平成１５年度平成１４年度区　分

　７　３１３　７１０公 務 災 害
　０　１　１　２　１通 勤 災 害
　７　４１４　９１１合　　計

平成１９年度継続件数完結件数平成１８年度要求事案数平成１７年度からの継続案件
００００

事業の目的と内容（平成１８年度）事　業　名

会員の結婚、出産、子の就学、傷病、弔慰、人間ドック、災害、永年
勤続、リフレッシュ、ライフプラン、餞別金等に対し給付給 付 事 業 費

会員個人、あるいはその家族等との福利厚生
家族等慰安、保養施設借り上げ（夏期限定４３日間３施設）福利厚生事業費

会員およびその家族の文化と教養を高めるための事業
観劇教養文化事業費

会員およびその家族の体の健康回復に資するための事業
スポーツ大会、Ｊリーグ・プロ野球観戦体育保健事業

平成１９年度継続件数完結件数平成１８年度要求事案数平成１７年度からの継続案件
０１１０

課長職評定の対象者
所属部長を評定者として評定評 定 者
職務行動等を各評定要素に設定した評定項目ごとに、まず被評定者が自
己評価を行い、その後評定者が５段階の絶対評価で評価を行う。評 定 方 法

仕事の成果、知識・技術、判断力、企画・計画力、経営感覚、マネジメ
ント力、折衝・調整力、対人間関係力、人材育成力評 定 要 素

付与日数種　　類

３月以内病 気 休 暇
必要と認められる時間公民権行使等休暇
１６週間以内妊 娠 出 産 休 暇
１０日以内妊 娠 初 期 休 暇
必要と認められる時間母子保健健診休暇
１日当たり６０分以内妊 娠 通 勤 時 間
１日当たり９０分以内育 児 時 間
２日以内出 産 支 援 休 暇
５日以内子 の 看 護 休 暇
２日以内生 理 休 暇

付与日数種　　類

結婚　６日
忌引（親族により）１～１０日慶 弔 休 暇

１０年　３日
２０年　５日
５０歳　７日

永 年 勤 続 休 暇

必要と認める時間また
は期間事 故 休 暇

必要と認められる日ま
たは時間

骨 髄 提 供 等 に
係 る 休 暇

５日以内夏 季 休 暇
５日以内ボランティア休暇
１週間以上１８０日以内介 護 休 暇

計降給休職降任免職

１１０１１００

管理職および主任昇任選考、再任用職員選考評定の対象者
所属課長を評定者、所属部長を評価調整者として評定評 定 者
職務行動等を各評定要素に設定した評定項目ごとに５段階の絶対評価で
評価を行う。評 定 方 法

勤務成績（責任感、正確性、柔軟性、事務処理能力など）
知識・技能（知識・スキル、情報収集力、判断力、課題解決力など）
意欲（積極性、チャレンジ精神）
接遇能力（接遇基礎能力、応対能力、規律遵守など）
対人関係力（統率力、協調性、調整能力など）

評 定 要 素

■健康診断・健康教育の実施状況（平成１８年度）

受講者・回数件　　　名

６０６人定期健康診断
３３５人ＶＤＴ健康診断
２１２人腰痛健康診断　
　５０人メンタルヘルス講座

４回腰痛・頸肩腕障害予防研修　１２施設
（保育士、看護師、調理員、作業員等対象）

※一般職員のほか、嘱託職員も含む。

計女男区　分

１８１８０育児休業
１１０部分休業
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昭和２７年　町制施行
　　２８年　多摩水道橋開通
　　３２年　第三小学校開校
　　３７年　狛江町消防署開署
　　４１年　第四小学校開校
　　４２年　和泉保育園開園、第二中学校開校
　　４３年　第五小学校開校、藤塚保育園開園
　　４５年　市制施行
　　４６年　第六小学校開校
　　４７年　駒井保育園開園、公共下水道供用開始
　　４８年　福祉会館開館、第七小学校・第三中学校・

都立狛江高校開校、駄倉保育園開園、市の
木・市の花指定、岩戸児童館会館

　　４９年　狛江消防署猪方出張所開所、宮前保育園開
園、多摩川堤防決壊

　　５０年　無公害都市宣言、基本構想策定、三島保育
園開園、第八小学校開校、市民憲章制定

　　５１年　西河原公園完成、野川地域センター開館
　　５２年　基本計画策定、野川緑地公園完成、上和泉

地域センター開館、市民センター開館、市
の歌、市の音頭制定

　　５３年　元和泉市民テニスコート開設、岩戸地域セ
ンター開館

　　５５年　第四中学校開校
　　５６年　新市庁舎完成、防災行政無線設置
　　５７年　住居表示整備事業完了、平和都市宣言
　　５８年　南部地域センター開館、和泉児童館開館
　　５９年　市民プール開設
　　６１年　市民総合体育館開館

子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出
、 

遊
び
に
つ
い
て

　

�
�

今
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な

ど
が
な
い
時
代
で
す
の
で
、
物
を
買
っ
て

遊
ぶ
の
で
は
な
く
手
作
り
の
遊
び
を
作
り

出
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
友
人
と
グ

ル
ー
プ
で
遊
ん
だ
り
、
家
で
は
人
形
に
手

作
り
の
洋
服
を
着
せ
替
え
た
り
、
折
り
紙

な
ど
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

道
端
で
は
、
縄
跳
び
、
ゴ
ム
跳
び
、
石

け
り
、
ま
り
つ
き
な
ど
、
身
近
に
あ
る
も

の
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
私
に
は

兄
が
い
ま
し
た
の
で
、
兄
の
後
に

く
っ
つ
い
て
遊
ん
だ
り
も
し
ま

し
た
。
今
は
同
級
生
同
士
で
遊

ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

当
時
は
年
齢
に
関
係
な
く
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

伊
豆
美
神
社
の
お
祭
り
の

時
に
は
、
お
金
を
も
ら
っ
て
手

に
握
り
締
め
、
好
き
な
も
の
を
買

え
た
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
よ
。

　

�
�

今
の
多
摩
川
住
宅
の
場
所
が
一

面
の
田
ん
ぼ
で
、
稲
が
植
わ
っ
て
い
る
時

は
遊
べ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
冬
の
間
に
は

野
球
場
に
な
っ
た
り
、
遊
び
場
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。

特
に
目
に
焼
き
つ
い
て
い
る
の
は
、
一
面

の
レ
ン
ゲ
畑
で
、
た
ま
に
レ
ン
ゲ
畑
を
見

る
と
と
て
も
な
つ
か
し
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
タ
ニ
シ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
セ
リ
、
ツ
ク

シ
な
ど
を
と
っ
て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

多
摩
川
で
は
泳
い
だ
り
、
竹
で
も
り
を

作
っ
て
魚
を
捕
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
と

て
も
大
き
な
ナ
マ
ズ
を
捕
ま
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
よ
。

　

あ
と
、
竹
で
弓
矢
を
作
っ
た
り
、
水
鉄

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号ののののののののののののののののののののののののののののの発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ををををををををををををををををををををををををををををを迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎えええええええええええええええええええええええええええええままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた１，０００号の発行を迎えました

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 　

�
�

家
の
前
に
お
店
が
あ
り
ま
し
た

が
、
昔
は
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
は
量
り
売
り

で
し
た
の
で
、
鍋
や
入
れ
物
を
持
っ
て
買

い
物
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
新
聞
紙
で
焼

き
芋
を
包
ん
で
く
れ
て
手
が
新
聞
の
イ
ン

ク
で
汚
れ
た
り
、
駄
菓
子
屋
で
買
っ
た
も

の
を
食
べ
て
舌
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
り
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
と
、
男
の
人
が
何
で
も
直
し
て
く
れ

ま
し
た
。
捨
て
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３０

然
で
し
た
。
今
は　

分
も
距
離
が
あ
れ
ば

１０

す
ぐ
バ
ス
に
乗
っ
て
し
ま
う
。

　

外
見
的
に
は
小
田
急
線
の
高
架
が
一
番

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
摩
川
は
私
が
小
学
生
の
と
き
遊
泳

禁
止
で
し
た
が
、向
こ
う
岸
ま
で
泳
い

で
渡
れ
る
と
い
う
の
は
ス
テ
ー
タ

ス
で
し
た
よ
。川
は
い
っ
と
き
非
常

に
汚
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
は
ま

た
、
そ
こ
そ
こ
き
れ
い
に
な
り
ア
ユ

も
戻
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
川
は
き
れ

い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
狛
江
に
期
待
す
る
こ
と

　

�
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
昔
を
意

識
し
て
保
存
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
、
ま

た
大
切
な
こ
と
を
残
そ
う
と
す
る
意
識
を

感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
は
残
し
て
ほ
し
い
。

　

昔
を
な
つ
か
し
む
だ
け
で
は
だ
め
で
し

ょ
う
が
、
良
い
も
の
を
残
し
て
い
く
こ
と

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
私
自
身
、
夜
ス
ポ
ー
ツ
開
放
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
余
暇

を
過
ご
す
場
所
が
も
う
少
し
あ
れ
ば
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

�
�

今
の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

欲
を
言
え
ば
、
よ
り
一
層
の
福
祉
の
充
実

が
図
ら
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

今
と
昔
で
変
わ
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
に
つ
い
て

広報創刊後の主な出来事広報創刊後の主な出来事

砲
、
紙
鉄
砲
、
草
笛
で
も
遊
ん
だ
り
、
当

時
は
自
分
で
作
る
の
は
当
た
り
前
で
し
た

か
ら
ね
。

　

自
分
が
小
学
校
時
代
に
は
ま
っ
て
い
た

の
が
ラ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
で
、
竹
ひ
ご
で
枠

を
作
り
、
薄
い
紙
を
張
っ
て
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。

狛
江
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

�
�

電
話
番
号
が　

局
で
警
察
署
が

０３

な
く
、

あ
る
部
分

で
は
、

世
田
谷
、

あ
る
部
分
で
は
、
調
布
に
寄
っ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
自

転
車
で
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
。
東
京
の
ど

真
ん
中
で
も
な
く
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

だ
と
思
い
ま
す
。

　

狛
江
の
中
で
３
回
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
愛
着
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。

　

�
�　

狛
江
駅
に
降
り
れ
ば
だ
れ
か
に

会
い
、
住
ん
で
い
な
く
て
も
住
ん
で
い
る

感
じ
が
し
て
、
い
つ
で
も
温
か
く
迎
え
て

く
れ
る
、
そ
ん
な
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
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昭和６２年　第一小学校移転、駄倉地区センター開館、
交通安全都市宣言、新潟県川口町と友好都
市提携、狛江弁財天池緑地保全地区指定

　　６３年　東野川市民テニスコート開設
平成元年　小田急線立体化工事開始
　　２年　和泉多摩川地区センター開館、西野川せせ

らぎ完成、市民ふれあい広場完成
　　３年　西河原自然公園完成、暴力団排除宣言、根

川地区センター開館
平成４年　岩戸児童センター開館、岩戸川せせらぎ完

成
　　５年　シルバーピア開設、武蔵野の路・野川コー

ス・谷戸橋広場完成、地球環境の保全に関
する宣言

　　６年　西河原公民館開館、ビン・缶リサイクルセ
ンター開設

　　７年　小田急線連続立体化完成に伴い踏切なくな
る、エコルマホール開設、狛江駅前北口地
下駐車場開設、特別養護老人ホーム「こま
え苑」開館

　　８年　狛江駅北口交通ひろば完成、あいとぴあセ
ンター開館

　　９年　小足立のびのび公園開園
　　１０年　狛江駅北口整備事業完了
　　１１年　在宅介護支援センター開設
　　１２年　小田急線高架化事業完了、前原公園開園、

介護保険制度スタート
　　１３年　和泉小学校開校
　　１４年　古民家園開園
　　１５年　狛江市まちづくり条例施行
　　１６年　谷戸橋地区センター開館
　　１７年　ごみ有料化スタート、小児初期救急平日夜

間診療開設
　　１８年　緑野小学校新校舎開校、山梨県小菅村と住

民交流友好都市提携
　　１９年　音楽の街－狛江構想策定、狛江のまち－魅

力百選選定　
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昭和２７年

現　在

広報「こまえ」が

石川さん（左）と
向井さん（右）



広報こまえ　平成 ２０ 年（２００８ 年）２ 月 １５ 日　�
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▽
第
一
小
学
校
伝
統
こ
ど
も
琴
合

奏
団

　

か
え
る
の
合
唱
、
山
の
音
楽
家
、

ぼ
く
は
く
ま
、
も
の
の
け
姫
、
タ

ッ
チ

▽
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

マ
ー
チ「
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
休
日
」、

と
な
り
の
ト
ト
ロ
、
エ
ル
・
カ
ミ

ー
ノ
・
レ
ア
ル

▽
狛
江
高
校
筝
曲
部

　

音
・
き
ら
ゝ
、
水
と
緑
の
ま
ち

（
狛
江
市
の
歌
）

▽
狛
江
高
校
合
唱
部

　

水
と
緑
の
ま
ち（
狛
江
市
の
歌
）

※
狛
江
高
校
箏
曲
部
の
演
奏
に
よ

り
歌
い
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第一一一一一一一一一一一一一一小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝統統統統統統統統統統統統統統ここここここここここここここどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももも琴琴琴琴琴琴琴琴琴琴琴琴琴琴合合合合合合合合合合合合合合奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏団団団団団団団団団団団団団団第一小学校伝統こども琴合奏団

第第第第第第第第第第第第第第一一一一一一一一一一一一一一中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽部部部部部部部部部部部部部部第一中学校吹奏楽部

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校筝筝筝筝筝筝筝筝筝筝筝筝筝筝曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲部部部部部部部部部部部部部部狛江高校筝曲部

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校合合合合合合合合合合合合合合唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱部部部部部部部部部部部部部部狛江高校合唱部
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第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１部部部部部部部部部部部部部部第１部

3月17日（月）午後６時～８時日日日日日日日日日日日日日日 時時時時時時時時時時時時時時日時 エコルマホール会会会会会会会会会会会会会会 場場場場場場場場場場場場場場会場
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出
演
お
よ
び
曲
目

出
演
お
よ
び
曲
目
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狛江市役所　� （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

�　広報こまえ　平成 ２０ 年（２００８ 年）２ 月 １５ 日

粕尾将一さん

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
〜
５
日
�

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
５
日
�

１０

は
午
後
３
時
ま
で
）

〔
会
場
〕
泉
の
森
会
館

　

広
報
「
こ
ま
え
」
１
�
０
０
０

号
発
行
記
念
事
業
実
行
委
員
が
、

実
際
に
市
内
を
歩
い
て
作
製
し
た

マ
ッ
プ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
散
策

で
き
る
よ
う
、「
野
川
コ
ー
ス
」

（
４
・
４
�
）、「
歴
史
コ
ー
ス
」

（
３
・
１
�
）、「
多
摩
川
コ
ー
ス
」

（
４
・
８
�
）
の
３
つ
の
コ
ー
ス

を
掲
載
し
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
と

も
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
１
時
間　
３０

分
か
ら
２
時
間
程
度
の
コ
ー
ス
設

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
、
３
月
上
旬
か
ら
情

　

狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
の
井

上
孝
さ
ん
と
中
島
惠
子
さ
ん
の
執

筆
で
、
平
成
５
年　

月
か
ら
広
報

１２

こ
ま
え
に
掲
載
し
て
い
る
「
今
は

む
か
し
」
を
本
に
ま
と
め
て
発
行

し
ま
す
。

　

狛
江
に
お
け
る
出
来
事
や
日
常

生
活
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
、
多
く

の
方
々
か
ら
の
話
や
資
料
を
も
と

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の

本
を
と
お
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
あ
ら
た
め
て
狛
江
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

３
月
上
旬
か
ら
中
央
図
書
館
、

西
河
原
公
民
館
図
書
室
、
各
地
域
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今
回
作
成
す
る
狛
江
散
策
マ
ッ

プ
の
３
つ
の
コ
ー
ス
の
う
ち
、「
歴

史
コ
ー
ス
」（
３
・
１
�
）
を
歩
き

ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時

２９

　

分
〜
正
午

３０※
詳
細
は
３
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時

２９

〔
会
場
〕
古
民
家
園
（
桜
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
て
い
る
会
場
の
中
で

行
い
ま
す
）

報
課
の
ほ
か
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
、
西
河
原
公
民
館
、
中
央
公

民
館
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

狛
江
に
ゆ
か
り
が
あ
る
３
人

の
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

素
敵
な
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ト
ー
ク
で
、
ひ
と
と
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
笠
井
信
輔
さ
ん

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

元
市
内
在
住
）

▽
永
井
美
奈
子
さ
ん

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
元

市
内
在
住
）

▽
粕
尾
将
一
さ
ん

（
全
日
本
縄
跳
び
選
手
権
大
会

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
狛
江
高
校
卒

業
）

　昭和２７年４月２５日に第１号を発行した広報「こまえ」が、今号で１�０００号となりました。

　この節目に、創刊からの歴史を振り返るとともに、今後の魅力と活力あるまちづくりに向け

た取り組みを行う機会の一つとしてとらえ、市だけでなく、市民の参加も含めた実行委員会を

昨年８月に設置し、記念事業の検討を進めてきました。

　広報「こまえ」１�０００号発行記念事業実行委員会では、狛江の魅力をあらためて発見できる

記念事業を実施します。市民の皆さんの参加をお待ちしています。

〔問い合わせ〕広報「こまえ」１�０００号発行記念事業実行委員会事務局（情報課）

「「「「「「「「「「
今今今今今今今今今今
はははははははははは
むむむむむむむむむむ
かかかかかかかかかか
しししししししししし
」」」」」」」」」」をををををををををを
刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊
行行行行行行行行行行
しししししししししし
まままままままままま
すすすすすすすすすす

「
今
は
む
か
し
」を
刊
行
し
ま
す

セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
情
報

課
で
頒
布
（
１
冊
５
０
０
円
）
し

ま
す
。

狛
江
の

狛
江
の

み
り
ょ
く
展

み
り
ょ
く
展

タ
イ
ム
カ
プ

タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
埋
設

セ
ル
の
埋
設 永井美奈子さん

笠井信輔さん
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第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２部部部部部部部部部部部部部部第２部

ふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるる
ささささささささささ
とととととととととと
狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
ねねねねねねねねねね
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
きききききききききき

ふ
る
さ
と
狛
江
訪
ね
歩
き

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江
散散散散散散散散散散
策策策策策策策策策策
ママママママママママ
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ
をををををををををを
作作作作作作作作作作
製製製製製製製製製製
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

狛
江
散
策
マ
ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江
のののののののののの
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力
をををををををををを
タタタタタタタタタタ
イイイイイイイイイイ
ムムムムムムムムムム
カカカカカカカカカカ
ププププププププププ
セセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルル
にににににににににに
入入入入入入入入入入
れれれれれれれれれれ
よよよよよよよよよよ
うううううううううう

狛
江
の
魅
力
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
よ
う

日日日日日日日日日日日日日日 時時時時時時時時時時時時時時日
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第五小学校の児童の作品
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ゲ
ス
ト

ゲ
ス
ト
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多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川ののののののののののののののののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力とととととととととととととととととととととととととととととははははははははははははははははははははははははははははは？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？多摩川の魅力とは？
■
多
摩
川
と
の
出
会
い

　

私
た
ち
家
族
が
狛
江
に
移
り
住
ん

で
も
う　

年
に
な
り
ま
す
。
き
っ
か

２５

け
は
当
時
、
中
和
泉
に
い
た
兄
夫
婦

に
多
摩
川
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
、
一
目
見
て
、
私
が
少
年
期
を

過
ご
し
た
広
島
の
芦
田
川
と
そ
っ
く

り
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
子
ど
も
に
も
私
と
同
じ
よ

う
な
川
遊
び
体
験
を
さ
せ
て
や
り
た

い
と
思
い
、
長
男
の
誕
生
を
機
に
世

田
谷
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

■
多
摩
川
の
魅
力

　

中
・
下
流
域
の
中
で
、
狛
江
ほ
ど

自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
は
ほ

か
に
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
水
辺
の
楽

校
は
、
湧
き
水
の
小
川
や
池
、
ヤ
ナ

ギ
や
ク
ル
ミ
の
雑
木
林
、
広
い
オ
ギ

原
と
ツ
ク
シ
が
出
て
く
る
緑
の
土
手

な
ど
、
多
種
多
様
な
動
植
物
が
見
ら

れ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
が
集
約
し
た
自
然

度
の
高
い
場
所
で
す
。

　

そ
の
中
に
一
歩
分
け
入
っ
て
み
る

と
、
も
う
発
見
と
感
動
の
連
続
で
す
。

キ
ジ
が
い
る
、
タ
ヌ
キ
が
い
る
、
オ

ケ
ラ
も
い
る
…
…
。
そ
れ
に
春
に
は

海
か
ら
上
っ
て
く
る　

�
ほ
ど
の
マ

５０

ル
タ
ウ
グ
イ
が
、
晩
秋
に
な
る
と
清

流
魚
ア
ユ
が
狛
江
エ
リ
ア
で
産
卵
を

始
め
ま
す
。
そ
う
し
た
自
然
の
営
み

　子どもたちのアンケート調査で狛江の魅力
のトップに選ばれた多摩川。多摩川の魅力を
探るため、日常的に多摩川で活動している「狛
江水辺の楽校」運営協議会の市民事務局長で
ある竹本久志さんに話を伺いました。

が
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
目
の
前
の
川

で
見
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
狛
江
は

最
高
で
す
よ
。

■
水
辺
の
楽
校
に
お
け
る
活
動

　

狛
江
水
辺
の
楽
校
は
平
成　

年
に
、

１３

多
摩
川
流
域
第
一
号
と
し
て
国
か
ら

登
録
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
１
月

末
現
在
、
全
国
で
２
４
９
カ
所
も
の

水
辺
の
楽
校
が
誕
生
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
狛
江
に
は
全

国
か
ら
の
視
察
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、
国
土
交
通
省
を
通
じ
て
台

湾
の
議
員
団
も
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
多
摩
川
清
掃

や
昆
虫
、
魚
な
ど
の
産
卵
場
づ
く
り

な
ど
、
自
然
の
保
全
や
親
子
の
自
然

体
験
教
室
が
中
心
で
す
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、

小
・
中
学
校
が
行
う
多
摩
川
学
習
の

支
援
活
動
が
増
え
、
最
近
で
は
年
間

延
べ
２
�
０
０
０
人
近
い
生
徒
児
童

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
求
め
る
テ
ー
マ
は

魚
類
、
昆
虫
、
野
鳥
、
植
物
、
樹
木
、

化
石
、
キ
ノ
コ
、
水
質
、
水
害
の
歴

史
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
狛
江
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、

探
し
て
み
る
と
そ
の
方
面
に
詳
し
い

専
門
家
の
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、

快
く
協
力
し
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
で

す
ね
。
い
ず
れ
も
昔
、
多
摩
川
を
庭

が
わ
り
に
遊
ん
だ
と
い
う
地
元
の
方

た
ち
で
、
そ
の
数
約　

人
。

５０

　

こ
の
方
た
ち
が
川
で
の
先
生
と
し

て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
り
、
安
全

を
見
守
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

■
多
摩
川
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の

に
　

昨
年
も
「
第
６
回
多
摩
川
子
ど
も

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
第
一
小
学
校
で
、
流
域
の
８

つ
の
小
・
中
学
校
か
ら　

人
の
参
加

５２

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
小
学
校
２
年
生
の
男

の
子
が
「
ぼ
く
た
ち
家
族
は
、
市
役

所
で
開
か
れ
て
い
た
、
豊
か
な
自
然

と
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動

し
て
い
る
水
辺
の
楽
校
の
写
真
展
を

見
て
、
狛
江
に
引
っ
越
し
ま
し
た
」

と
い
う
内
容
の
こ
と
を
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

多
摩
川
の
魅
力
に
ひ
か
れ
る
家
族
が

い
っ
ぱ
い
集
ま
る
狛
江
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

川
は
子
ど
も
た
ち
の
生
き
た
教
科

書
で
す
。
魚
が
い
る
、
虫
が
い
る
、

き
れ
い
な
野
花
も
咲
い
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
は
、
い
ろ
ん
な
生
き
も
の

に
触
れ
た
り
取
っ
た
り
す
る
体
験
の

中
で
、
人
や
自
然
の
痛
み
を
感
じ
た

り
、
思
い
や
っ
た
り
す
る
や
さ
し
い

心
を
育
て
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
９
号
で
、
水
辺
の
楽

校
は
か
つ
て
な
い
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
復
興
作
業
は
今
な
お
続
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や

親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
活
動
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

流
域
を
見
渡
し
て
も
、
こ
ん
な
に

市
民
協
力
を
得
ら
れ
た
市
区
町
村
は

あ
り
ま
せ
ん
。
狛
江
の
多
摩
川
と
市

民
力
、
そ
れ
が
私
が
実
感
し
て
い
る

最
高
の
二
つ
で
す
。

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川ののののののののののののののののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力とととととととととととととととととととととととととととととははははははははははははははははははははははははははははは？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？多摩川の魅力とは？

　

広
報
こ
ま
え
１
�
０
０
０
号
の
発

行
に
ち
な
ん
で
、
市
内
小
・
中
学
校

の
協
力
の
も
と
、
昨
年　

月
に
小
学

１１

校
６
年
生
と
中
学
校
２
・
３
年
生
の

子
ど
も
た
ち
１
�
０
０
０
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

設
問
は
、
多
摩
川
漁
業
協
同
組
合

狛
江
支
部
と
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」

運
営
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
広
報

「
こ
ま
え
」
１
�
０
０
０
号
発
行
記

念
事
業
実
行
委
員
会
で
検
討
し
、「
狛

江
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」「
狛
江
の

魅
力
と
感
じ
る
場
所
に
つ
い
て
」「
狛

江
の
魚
に
つ
い
て
」
に
な
り
ま
し
た
。

●
狛
江
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
「
自
然
環
境
が
良
く
、水
と
緑
が
豊

か
で
あ
る
」
が
一
番
で
、「
都
心
に
近

く
交
通
の
便
が
良
い
」「
畑
が
身
近
に

あ
り
、
野
菜
が
お
い
し
い
」
の
順
に

続
き
ま
し
た
。

●
狛
江
の
魅
力
と
感
じ
る
場
所
に
つ

い
て

　
「
多
摩
川
」
が
一
番
多
く
、「
桜
の

咲
く
場
所
」「
野
川
」
の
順
に
続
き
ま

し
た
。

●
狛
江
の
魚
に
つ
い
て

　
「
コ
イ
」「
メ
ダ
カ
」「
ア
ユ
」
の
順

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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小・中学生１，０００人アンケート
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歴史 ８％歴史 ８％

都心 ２１％都心 ２１％

自然 ３８％自然 ３８％

その他 ５％

地域 １４％地域 １４％

畑 １４％畑 １４％

シマドジョウ ５％
タナゴ
２％

ナマズ
 ６％
ナマズ
 ６％

アユ １９％アユ １９％

モツゴ ２％

ウグイ ４％

ウナギ ３％

オイカワ ４％

ヨシノボリ １％

コイ ２７％コイ ２７％

メダカ ２７％メダカ ２７％

●狛江のイメージについて ……………………

�������	
���
�������������

��������	


�������	
��
�

�������	
��
������

�������	
��


�������	
��
������	
�

�������	
���
���

�����������������

●狛江の魅力と感じる場所について …………
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●狛江の魚について ……………………………
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古民家園 ５％

兜塚などの
古墳群 ４％

万葉歌碑 ３％

前原公園 ４％

西河原公園 ２％

伊豆美神社 ５％

泉竜寺 ７％

弁財天池 １％

多摩川 ２８％多摩川 ２８％

多摩川五本松 ６％多摩川五本松 ６％

野川
１０％
野川
１０％

その他 ２％

桜の咲く場所
１６％

桜の咲く場所
１６％

野川緑地公園 ４％

岩戸川緑地公園 １％

狛江駅前緑地保全地区 ２％

子どもにカエルの生態を教える竹本さん（左）
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「
狛
江
村
広
報
」
発
刊
の
こ
ろ

　

昭
和
二
十
七
年　

狛
江

　

昭
和　

年
の
村
の
人
口
１
万
１
千

２７

余
人
、
人
口
密
度
１
�
当
た
り
１
７

７
８
人
、
田
畑
の
割
合　

％
と
ま
だ

７４

ま
だ
緑
広
が
る
農
村
地
帯
だ
っ
た
。

だ
か
ら
農
家
人
口
が
村
の
総
人
口
の

　

％
を
占
め
、
牛
や
馬
、
ウ
サ
ギ
、

２５鶏
も
た
く
さ
ん
飼
わ
れ
て
い
た
し
、

道
端
に
は
肥
溜
め
が
あ
っ
て
貯
え
ら

れ
た
屎
尿
は
肥
料
と
し
て
使
っ
て
い

た
。

　

人
口
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
駅
で

の
乗
降
人
員
も
少
な
く
、
狛
江
駅
で

は
一
日
平
均
約
４
千
人
。
和
泉
多
摩

川
駅
で
２
千
人
余
り
で
あ
っ
た
。
バ

ス
の
運
行
も
東
宝
撮
影
所
と
国
領
を

結
ぶ
一
路
線
し
か
な
か
っ
た
。

　

小
学
校
は
２
校
、
中
学
校
は
１
校

で
、　

年
３
月
の
卒
業
生
は
、
進
学

２７

　

名
、
就
職　

名
と
ま
だ
ま
だ
就
職

３８

３９

者
が
多
い
時
代
で
あ
っ
た
が
、
次
第

に
増
え
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
村
で

は
小
学
校
と
中
学
校
の
増
築
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
学

校
は
村
唯
一
の
公
共
施
設
で
、
町
民

の
学
習
会
や
集
会
の
ほ
と
ん
ど
は
狛

江
第
一
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

教
育
委
員
の
公
選
制
が
初
め
て
行

わ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。　

月
１０

５
日
に
全
国
い
っ
せ
い
に
第
一
回
の

選
挙
が
行
わ
れ
て
、
地
域
住
民
か
ら

四
人
、
村
議
会
か
ら
一
人
の
委
員
が

選
出
さ
れ
た
。
投
票
率　

・
９
％
と

６５

い
う
か
ら
か
な
り
高
い
数
字
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て　

月
１
日
に
行
わ
れ

１１

た
衆
議
院
議
員
の
選
挙
で
も
、
投
票

率
は　

・
８
％
を
記
録
し
て
い
る
。

７１

　

こ
の
年
の　

月　

日
に
は
待
望
の

１１

１０

町
制
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
年
は
狛

江
第
一
小
学
校
の
創
立
八
十
周
年
の

年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
当
日
午
前
十

時
か
ら
、
狛
江
第
一
小
学
校
の
校
庭

で
、
町
制
施
行
と
狛
江
第
一
小
学
校

創
立
八
十
周
年
の
記
念
式
典
を
合
わ

せ
て
行
い
、
席
上
村
政
に
か
か
わ
っ

た
功
労
者
と
、
教
育
功
労
者
の
表
彰

も
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
午
後
か
ら
は

校
庭
で
演
芸
会
、
校
内
で
は
児
童
作

品
展
が
開
催
さ
れ
て
賑
わ
っ
た
。
当

時
は
体
育
館
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
、

雨
天
の
場
合
は
、
三
つ
の
教
室
の
仕

切
り
を
取
り
払
っ
て
式
典
を
行
う
よ

う
に
も
手
は
ず
を
整
え
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
当
時
の
記
録
を
紐
解

く
と
、　

年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
対

２４

抗
駅
伝
競
走
は
、　

年
代
後
半
に
な

３０

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
球
技
大
会
に
発

展
し
た
し
、　

年
か
ら
青
年
団
主
催

２５

で
行
っ
て
い
た
農
産
物
品
評
会
は
や

が
て
文
化
展
覧
会
か
ら
市
民
ま
つ
り

に
、　

年
に
狛
江
婦
人
会
が
初
め
て

２６

行
っ
た
敬
老
会
は
現
在
も
行
わ
れ
て

い
る
。

　

そ
し
て
翌　

年
か
ら
始
ま
っ
た
青

２８

年
学
級
は
時
代
と
と
も
に
姿
を
消
し

た
も
の
の
、
青
年
た
ち
が
願
っ
て
い

た
公
民
館
が　

年
に
初
め
て
開
設
さ

３２

れ
、
今
は
公
民
館
や
地
域
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
成
壮
年
を
含
め
た
幅
広
い

活
動
の
場
に
発
展
し
て
い
る
。
ま
た

　

年
に
は
町
内
は
じ
め
て
の
幼
稚
園

２９が
誕
生
し
、
ご
み
処
理
が
開
始
さ
れ

た
。
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
っ
て

便
利
な
時
代
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
の
も
、
昭
和　

年
で
あ
る
。

２９

　
「
狛
江
村
広
報
」が
始
ま
っ
て　

年
、

５６

時
代
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
「
広
報

こ
ま
え
」
千
号
の
発
行
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１６９　－
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対象の区域および建築物

　対象は市内全域とし、昭和５６
年５月３１日以前に建てられた住
宅、公共建築物、民間特定建築
物です。

計画期間および検証年次

　平成２７年度までの期間とし、
その間、随時検証を行っていき
ます。

耐震化の現状および目標

■住宅
　平成１０・１５年住宅・土地統計
調査をもとに、東京都耐震改修
促進計画における東京都の推計
方法に準じて、耐震化状況を算
定しました。
　平成１９年末現在の市内の住宅
総数は約３６，６００戸で、約２７，８００
戸（約７６％）が必要な耐震性を
満たしていると見込まれ、約
８，８００戸（約２４％）が耐震改修等
を行う必要があると見込まれま
す。
　平成２７年度までに耐震化率を
９０％以上とします。
■防災上重要な公共建築物
　防災上重要な公共建築物とは、
市災害対策本部が設置される市
庁舎および狛江市地域防災計画
に規定する避難所とします。
　災害対策本部となる市庁舎お
よび避難所に関しては、平成２５
年度までに耐震化率を１００％と
します。
■その他の公共建築物
　その他の公共建築物は、市民
および利用者の安全確保を最優

先に考え、平成２７年度までに耐
震化率を１００％とします。
■民間特定建築物
　市内の民間特定建築物は１１棟
あり、約７１％が耐震性を満たし
ていると見込まれます。
　平成２７年度までに耐震化率を
９０％以上とします。

耐震化の促進を図るための施策

■基本的な取り組み方針
　住宅・建築物の耐震化の促進
に当たっては、自助・共助・公
助の原則を踏まえ、まず、建物
所有者が自らの問題として、か
つ、地域の問題であることを認
識し、主体的に取り組むことが
不可欠です。
　市は、市民の生命・財産を守
るため、建物所有者が主体的に
耐震化の取り組みができるよう、
技術的・財政的な支援を行いま
す。
　防災上重要な公共建築物に関
しては、整備プログラムを策定
し、促進に努めます。
　木造住宅やマンションなどの
個々の住宅の耐震化を強力に進
める点の取り組みを、点から線
へ、さらには面へと結びつける
ことで、地域の総合的な耐震化
を促進します。
■点の取り組み
▽住宅の耐震診断助成、資金融
資あっ旋利子補給、情報提供
等の住宅耐震化についての支
援の実施
▽耐震診断を検討している方へ
の、市および都耐震診断登録
事業者の紹介

▽住宅の耐震改修費補助制度等
創設の検討
▽分譲マンションの管理組合に
対するマンション管理相談等
の耐震化の支援
▽「分譲マンション建て替え・改
修アドバイザーの派遣」「分譲
マンション管理アドバイザー
の派遣」等の制度の情報提供
▽民間特定建築物に関する耐震
化の状況把握
▽リフォーム工事に合わせた耐
震化の促進
■線の取り組み
▽地震発生時に幹線道路の閉塞
を防ぐため、東京都が指定す
る緊急輸送道路および市の緊
急道路啓開路線（都道３号世
田谷・町田線、都道１１号大田・
調布線、都道１１４号武蔵野・狛
江線、市道３号線・都道１１４号
武蔵野・狛江線）沿道の建築
物・構築物等についての耐震
化の状況把握、および所管行
政庁との連携による指導・助
言の実施
▽市の緊急道路啓開路線沿道の
建築物および構築物等の耐震
化に対する支援
▽東京都が指定する緊急輸送道
路および市の緊急道路啓開路
線沿道の建築物ならびに民間
特定建築物のうち、特に病院、
学校、福祉施設等の公共的施
設等については、落下防止対
策に関する点検、改修の促進
▽ブロック塀の高さや控え壁の
間隔などの正しい技術基準に
ついての周知
▽ブロック塀の所有者等に対す
る生け垣造成補助の紹介など、
積極的な生け垣化の誘導
■面の取り組み
▽都市計画マスタープランにお
ける防災まちづくり施策の一
環として、震災に対する危険
性の高い木造住宅密集地域へ
の不燃建て替え、耐震診断、
耐震改修の推進

▽狛江市地震防災マップ（揺れ
やすさマップ、地域の危険度
マップ）を作成し、地域の危
険度に関する情報を提供する
など、耐震診断および耐震改
修の普及啓発

■総合的な取り組み
▽木造住宅の安価で信頼できる
耐震改修工法・装置に関する
情報の提供

▽身近な設計者や工務店の耐震
診断および耐震改修に関する
技術力の育成

▽耐震診断および耐震改修に関
する相談窓口を市役所に設置

▽耐震化に関する意識醸成のた
めの、市民に対するセミナー
等の実施

▽固定資産税等の優遇措置によ
る耐震化への誘導

▽広報やホームページを活用し
た耐震診断・耐震改修の必要
性、市の支援制度等の周知

▽家具類の転倒および落下防止
対策として、東京消防庁等と
の連携によるパンフレットの
配布やキャンペーン等の実施
 � ���������������

狛江市耐震改修促進計画案
に関してのパブリックコメ
ントを実施します

〔対象〕市内在住・在学・在勤
者、または市内に事業所等を持
つ法人等
〔提出方法〕３月１７日�までに
住所・氏名、在学および在勤の
方はその名称等を記入の上、窓
口への提出・郵送・�（３４３０）
６８７０または市ホームページから
専用フォームで総務防災課へ。
　専用フォームご利用の方には、
受信をお知らせする返信メール
が送られます。
※狛江市耐震改修促進計画案は、
総務防災課で閲覧を行っている
ほか、市ホームページからもご
覧になれます。
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▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
前
８
時　

分
〜

２４

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
８
時
ま
で

２８

〔
会
場
〕
収
納
課

　

平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・
都
市

１９

計
画
税
（
第
４
期
分
）、
国
民
健
康
保

険
税
（
第
８
期
分
）、
介
護
保
険
料

（
第
８
期
分
）
は
、
２
月　

日
�
ま

２９

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　

狛
江
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
狛
江
市
の
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
の

諮
問
に
応
じ
、
必
要
事
項
を
審
議
す

る
た
め
の
機
関
で
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上　

歳
未
満
の
狛

１８

７５

江
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方
※
原
則
、
す
で
に
市
が
設
置
し
て

い
る
各
種
審
議
会
等
の
委
員
の
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
募
集
人
員
〕
４
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
審
査
基
準
に
基
づ
き

選
考
し
ま
す
）

〔
任
期
〕
２
年
（
４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日
）

２２

３１

〔
会
議
〕
年
２
〜
３
回
程
度
（
日
中

開
催
予
定
）

〔
報
酬
〕
一
回
当
た
り
３
�
０
０
０

２
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

狛
江
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
被
保
険
者
代
表
委
員

を
募
集
し
ま
す

円
（
予
定
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
作

２９文
「
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
」（
４

０
０
字
程
度
、様
式
自
由
）に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
保
険
年
金
課
へ
。

 　

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者

（　

歳
以
上
の
方
ま
た
は　

歳
以
上

７５

６５

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
）
の
健

康
づ
く
り
の
参
考
と
し
て
、
２
月
中

旬
に
医
療
費
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
健
康
保
険
証
」
と
老
人

保
健
法
に
よ
る
「
医
療
受
給
者
証
」

を
使
っ
て
平
成　

年　

月
中
に
５
�

１９

１１

０
０
０
円
を
超
え
る
診
療
を
受
け
た

方
の
医
療
費
の
総
額
が
記
載
さ
れ
た

も
の
で
す
。
病
院
の
窓
口
で
支
払
っ

た
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
診

療
対
象
外
の
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。

※
こ
の
通
知
は
、
受
診
さ
れ
た
医
療

費
の
お
知
ら
せ
で
す
。
こ
の
通
知
を

受
け
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
手

続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 
〔
日
時
〕
２
月　

日
�
〜
３
月　

日

１８

１７

�
の
平
日
、
午
前　

時
〜
正
午
、
午

１０

後
１
時
〜
４
時
※
受
け
付
け
は
３
時

　

分
ま
で

３０〔
会
場
〕
狛
江
市
商
工
会
館

〔
対
象
〕
市
内
個
人
事
業
者

〔
内
容
〕
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・

消
費
税
確
定
申
告
の
個
別
相
談

〔
相
談
員
〕
税
理
士
お
よ
び
商
工
会

老
人
保
健
医
療
費
通
知
を
送

付
し
ま
す

決
算
・
消
費
税
確
定
申
告
相

談
会

　

な
ぜ
制
度
が
変
わ
る
の
？

　

現
行
の
老
人
保
健
制
度
は
、
国
の

法
定
受
託
事
務
と
し
て
区
市
町
村
ご

と
に
実
施
し
て
お
り
、　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
は
、
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
に
加
入
し
た
上
で
老
人
保
健

法
に
基
づ
く
医
療
給
付
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

老
人
保
健
費
の
財
源
は
、
公
費
を

除
く
部
分
は
、
拠
出
金
と
い
う
形
で

高
齢
者
お
よ
び
若
年
者
の
保
険
料
が

充
て
ら
れ
る
た
め
、
高
齢
者
自
身
が

医
療
費
を
ど
の
程
度
負
担
し
て
い
る

か
不
鮮
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
の
給
付
主
体
は
区
市

町
村
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
の
費

用
負
担
を
行
う
の
は
保
険
者
と
分
か

れ
て
い
る
た
め
、
財
政
運
営
の
責
任

が
不
明
確
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、　

歳
以
上
の
後
期

７５

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
独
立
し
た
医

療
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

実
施
主
体
は
？

　

都
内
す
べ
て
の
区
市
町
村
が
加
入

す
る
「
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」
で
運
営
し
、
次
の
と
お
り

事
務
を
負
担
し
ま
す
。

〔
広
域
連
合
〕
被
保
険
者
証
の
交
付
、

保
険
料
の
決
定
、
医
療
給
付
費
等
の

支
給

〔
市
区
町
村
〕
各
種
届
出
の
受
け
付

け
、
被
保
険
者
証
の
引
き
渡
し
、
保

険
料
の
徴
収

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
財
源
は
？

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己

負
担
額
（
所
得
に
よ
り
１
割
ま
た
は

３
割
）
と
、
残
り
の
額
を
皆
さ
ん
か

ら
の
保
険
料
（
約
１
割
）、
公
費
（
国
・

都
・
区
市
町
村
５
割
）
お
よ
び
そ
の

他
医
療
保
険
か
ら
の
支
援
金
（
約
４

割
）
で
賄
い
ま
す
。

　

加
入
対
象
と
な
る
の
は
？

▽　

歳
以
上
の
方
（　

歳
の
誕
生
日

７５

７５

か
ら
資
格
取
得
）

▽　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
一
定

６５

７５

の
障
が
い
が
あ
る
方
（
本
人
の
申
請

に
基
づ
き
、
広
域
連
合
の
認
定
を
受

け
た
日
か
ら
資
格
取
得
）

※
３
月
末
時
点
で　

歳
以
上
の
方
お

７５

よ
び　

歳
以
上　

歳
未
満
で
障
害
認

６５

７５

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
４
月
１
日

か
ら
自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
給
付
が
受
け
ら
れ
る
の
？

　

現
行
の
保
険
制
度
や
老
人
保
健
制

度
と
同
様
、
現
物
給
付
（
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
）
と
現
金
給
付
（
医
療

費
の
支
給
）
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
原
則
１

割
、
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
方

は
３
割
）
を
窓
口
で
支
払
い
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
？

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
１
人
１
枚
交
付
し
ま
す
。
４
月
１

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
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入
す
る
方
に
は
、　
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
を
３
月
下
旬
に
、

配
達
記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、「
被
保
険
者
証
」「
老
人
医

療
受
給
者
証
」
は
、
４
月
１
日
�
以

降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
？

　

被
保
険
者
で
あ
る
高
齢
者
一
人
ひ

と
り
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
負
担
し
ま
す
。

　

負
担
す
る
保
険
料
額
は
、
被
保
険

者
全
員
が
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
額
」
と
の
合
計
額
で
す
。
た
だ

し
、保
険
料
額
の
上
限
は　

万
円（
年

５０

額
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
３
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
？

　

原
則
、
年
金
か
ら
徴
収
（
特
別
徴

収
）
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額　

万
円

１８

未
満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金

受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
に

つ
い
て
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
等

で
個
別
に
市
町
村
に
納
め
ま
す
。

※
東
京
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
（http:

//w
w
w
.tokyo-ikiiki.net/

）
で

は
詳
細
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 
▽
２
月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
、

２７

１０

野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

▽
２
月　

日
�
午
後
７
時　

分
〜
９

２９

３０

時
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

▽
３
月
２
日
�
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高
架
下
分
室

１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

※
内
容
は
各
回
と
も
同
じ
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

��
��
��
��
��
��
��
	�

�
��
�

職
員
※
税
理
士
は
３
月
４
日
�
・
６

日
�
・　

日
�
〜　

日
�
の
み

１０

１４

〔
持
ち
物
〕平
成　

年
度
分
決
算
書
・

１９

確
定
申
告
書
用
紙
、
消
費
税
確
定
申

告
書
用
紙
、平
成　

年
度
分
決
算
書
・

１８

確
定
申
告
書
（
控
）、
国
民
健
康
保
険

料
支
払
額
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
、
生
命
保
険
料
等
控
除
証
明

書
、
帳
簿
（
経
費
帳
等
）、
印
鑑
、
そ

の
ほ
か
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
商
工
会
�

（
３
４
８
９
）
０
１
７
８

 
�
第
５
回
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
検
討
委
員
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
第
６
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
狛
江
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
１
委
員
会

室〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
６
時　

２０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
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〔
講
師
〕
佐
味
光
子
さ
ん
（
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
※
保
育
（
先
着
８
人
）
あ

り
。
申
し
込
み
時
に
要
予
約
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１８１
１
８
１
へ
。

■
３
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
康
体
操
教
室
（
体
力
測
定
）　

〔
日
程
〕
６
日
�
〔
講
師
〕
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

▽
講
演
「
調
剤
薬
局
の
活
用
法
」　

〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕
木
村
陽

１３

子
さ
ん
（
管
理
薬
剤
師
）

▽
認
知
症
の
予
防
に
懐
か
し
い
歌
を

う
た
お
う　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講

１７

師
〕
野
田
千
恵
子
さ
ん
（
砧
音
楽
療

法
研
究
会
）

▽
腰
痛
予
防
体
操　
〔
日
程
〕　

日
２８

�
〔
講
師
〕
作
業
療
法
士

〔
時
間
〕
各
日
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
２０

※
教
室
開
催
中
の
水
分
は
、
各
自
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

※
１
月　

日
号
掲
載
の
介
護
予
防
普

１５

及
啓
発
事
業
の
中
で
、
講
演
「
認
知

症
」
の
日
程
が
、
２
月　

日
�
か
ら

２６

２
月　

日
�
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

１９

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

 
■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１３

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
皮
フ

科〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１７母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
３
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
児
（
９
月
６
日
〜

　

月
５
日
生
ま
れ
）
※
通
知
対
象
は

１２平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児
〔
持

１９

１１

ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・

髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
な
ど
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
育
と
離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

す
。
受
講
中
は
、
民
生
委
員
が
乳
児

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
乳
児
の

飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
演
会

　

妊
娠
中
の
心
と
体
に
関
す
る
こ
と
、

お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
子

ど
も
の
心
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
父
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕
２
人
目
以
降
を
妊
娠
中

の
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
〔
定
員
〕

先
着　

組
（
一
人
で
の
参
加
も
可
）

１５

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp:
//w
w
w
.him

aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１７

２４

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ロ
ッ
キ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
〔
日

時
〕
３
月
１
日
�
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時
〔
対
象
〕
小
学
生
・
年
長

児
（
平
成　

年
度
新
１
年
生
、
保

２０

護
者
同
伴
）〔
内
容
〕
子
ど
も
た
ち

が
作
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

お
店
が
立
ち
並
ぶ
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
す

〔
申
し
込
み
〕
２
月　

日
�
か
ら

１８

窓
口
へ
。

■ 
音  
魂 
ラ
イ
ブ　
〔
日
時
〕
３
月

お
ん 
た
ま

１
日
�
午
後
３
時　

分
〜
５
時

３０

〔
対
象
〕
小
学
生
以
上
〔
内
容
〕

中
学
・
高
校
生
に
よ
る
音
楽
ラ
イ

ブ�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
中
川
さ
ん
と
話
そ
う
「
夫
婦
で

子
育
て
〜
い
ろ
ん
な
工
夫
」　

〔
日
時
〕
３
月
８
日
�
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分
〔
定
員
〕　

人

３０

１１

３０

１５

〔
講
師
〕
中
川
信
子
さ
ん
（
言
語

聴
覚
士
）〔
申
し
込
み
〕
２
月　

日
１８

�
か
ら

�
狛
江
子
ど
も
の
家　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
２
月　
２１

日
�
午
前　

時
〜　

時
（
雨
天
中

１０

１１

止
）〔
内
容
〕
手
あ
そ
び
・
リ
ズ
ム

ゆ
う
ぎ
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

�
多
摩
川
保
育
園　
　
　
　
　
　

　

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
２
月　
２０

日
�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

�
和
泉
児
童
館　
　
　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
折
り
紙
タ
イ
ム
「
３
月
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」　

〔
日
時
〕２
月　

日
�

２７

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分
〔
対

３０

３０

象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕　

人
１５

■
館
内
合
宿
「
お
泊
ま
り
会
�
」

〔
日
時
〕
３
月
１
日
�
午
後
５
時

〜
２
日
�
午
前
８
時
〔
対
象
〕
小

学
校
１
・
２
年
生
〔
参
加
費
〕
６

０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
２
月　

日
２７

�
ま
で
に
窓
口
へ
。

■
館
内
合
宿
「
お
泊
ま
り
会
�
」

〔
日
時
〕
３
月
８
日
�
午
後
５
時

〜
９
日
�
午
前
８
時
〔
対
象
〕
小

学
校
３
〜
６
年
生
、
中
学
生
〔
参

加
費
〕
６
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕

２
月　

日
�
か
ら
３
月
５
日
�
ま

２０

で
に
窓
口
へ
。

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

程
〕
３
月　

日
�
〔
Ａ
ク
ラ
ス
〕

１１

１
歳
児
親
子
午
前　

時
か
ら
〔
Ｂ

１０

ク
ラ
ス
〕
２
・
３
歳
児
親
子
午
前

　

時
か
ら
〔
定
員
〕
各
ク
ラ
ス　

１１

３０

組〔
参
加
費
〕

１
０
０
円

〔
申

し

込

み
〕
２
月　
２５

日
�
午
前　
１０

時
か
ら

������������������������������������������������������������������

������������	�
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川
口
町
は
、
震
災
や
豪
雪
を

乗
り
越
え
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
復
興
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
雪
や
地

形
、
自
然
な
ど
川
口
町
の
地
域

資
源
を
フ
ル
に
活
用
し
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
、
冬

を
張
り
合
い
や
元
気
の
源
に
変

え
る
冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
雪
洞
火

～多摩川を生かした連携を目指して～
　

小
菅
村
で
展
開
し
て
い
る

「
多
摩
川
源
流
大
学
」
の
実
習

で
、
小
菅
村
の
間
伐
材
を
利
用

し
、
役
場
内
が
よ
み
が
え
り
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東

京
農
業
大
学
が
村
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
「
多
摩
川
源
流
大

学
」
の
学
生
の
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

前
回
は
、
村
で
の
源
流
大
学

の
拠
点
と
な
る
旧
小
菅
小
学
校

白
沢
分
校
の
廃
校
後
の
校
舎
を

小
菅
村
産
の
間
伐
材
を
利
用
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
学
生　

人
が
参
加

１２

し
、
住
民
講
師
と

し
て
村
内
の
大
工

さ
ん
２
人
が
指
導

し
ま
し
た
。
初
め
は
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
金
づ
ち
を
使
っ
て

い
た
学
生
も
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ

て
き
て
立
派
な
カ
ウ
ン
タ
ー
や

会
議
室
の
腰
壁
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
、
源
流
の
木
が
川

崎
市
「
せ
せ
ら
ぎ
館
」
と
、
大

師
水
災
セ
ン
タ
ー
の
腰
板
に
利

用
さ
れ
、
施
設
は
、
源
流
の
ヒ

ノ
キ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
源
流
の
木
の
利
用

を
多
摩
川
下
流
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
公
共
施
設
に
広
げ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

源
流
に
は
た
く
さ
ん
の
手
の

入
ら
な
い
森
が
あ
り
ま
す
が
、

狛
江
市
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ

う
な
「
木
づ
か
い
」
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
と
、
健
康
を
考
え

た
木
材
利
用
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
源
流
の
村
の
価
値
を
見

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
東
京
農
業
大
学
で
は

平
成　

年
度
に
源
流
に
関
す
る

２０

公
開
講
座
を
開
設
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
源
流

振
興
課
�
０
４
２
８
（
８
７
）

０
１
１
１

����
����

������������ �

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

 
■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
事
務
補
助
職
員

〔
勤
務
日
時
〕
週
２
〜
３
日
正
午
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

〔
対
象
〕
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

市
内
在
住
の　

歳
ま
で
の
方
〔
募
集

５０

人
員
〕
１
人
〔
勤
務
内
容
〕
運
営
協

議
会
事
務
（
主
に
図
書
室
で
の
貸
出

業
務
・
図
書
整
理
な
ど
）
※
書
類
選

考
の
上
、
後
日
面
接
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

２８持
参
の
上
、
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）
へ
。

■
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
有
償
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

空
い
て
い
る
時
間
を
使
っ
て
地
域

の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
先
輩
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
話
を

聞
け
る
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月
７
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

■
東
京
都
下
水
道
局
下
水
道
モ
ニ
タ

ー〔
任
期
〕４
月
１
日
か
ら
１
年
間〔
対

象
〕
４
月
１
日
現
在
、　

歳
以
上
の

２０

都
内
（
島
し
ょ
を
除
く
）
在
住
の
方

（
公
務
員
等
を
除
く
）
で
、
自
宅
な

ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
は
除

く
）
を
利
用
し
当
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
と
メ
ー
ル
の
受
信
が
で
き

る
方
〔
定
員
〕
１
�
０
０
０
人
程
度

〔
内
容
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
お
よ

び
施
設
見
学
会
へ
の
参
加
な
ど
〔
申

し
込
み
〕
２
月　

日
�
ま
で
に
東
京

２９

都
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w
w
.gesui.m

etro.tokyo.
jp/

）
を
ご
覧
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
下
水
道
局

広
報
サ
ー
ビ
ス
課
�
（
５
３
２
０
）

６
５
１
１

 
■
体
育
施
設
利
用
団
体
登
録
の
更
新

　

団
体
登
録
は
、
年
度
ご
と
の
更
新

が
必
要
で
す
。
平
成　

年
度
も
引
き

２０

続
き
利
用
す
る
団
体
は
、
３
月
中 

（
平
日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
）
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕

各
回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽
２
月　

日
�
〔
絵
本
〕
た

１８

か
ら
げ
た
・
か
わ
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

２５

し
ば
い
の
す
き
な
え
ん
ま
さ
ん
・
ぽ

と
ん
ぽ
と
ん
は
な
ん
の
お
と

 
■
や
さ
き
や
ま
文
庫「
お
は
な
し
会
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時　

２３

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
内
容
〕
▽
大
型
絵

１１

３０

本
「
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み
」
な
ど

▽
お
は
な
し
「
百
べ
で
こ
り
た
」
▽

折
り
紙
〔
協
力
〕
狛
江
お
は
な
し
の

会
「
く
ー
す
け
」

※
毎
週
土
曜
日
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で
第
三
小
学
校
図
書
室
を
一

般
開
放
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

 
■
燃
え
る
ご
み
の
中
身
を
調
べ
て
み

ま
せ
ん
か

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前
９
時
か

２９

ら
２
時
間
程
度
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ

ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
持

ち
物
〕
タ
オ
ル
・
長
靴
※
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

■
狛
江
市
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録

の
更
新

　

団
体
登
録
は
、
年
度
ご
と
の
更
新

が
必
要
で
す
。
平
成　

年
度
も
引
き

２０

続
き
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、
２

月
上
旬
に
代
表
者
へ
送
付
し
て
い
る

「
更
新
の
手
引
」
等
を
参
考
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。

２５■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇

談
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

２０

ら
〔
内
容
〕
セ
ン
タ
ー
へ
の
意
見
や

要
望
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

 
■
防
犯
講
座
「
新
型
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
！
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

３
時　

分
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕

３０

３０

昨
年
発
生
し
た
犯
罪
状
況
と
最
近
の

振
り
込
め
詐
欺
の
解
説
と
対
応
策

〔
講
師
〕
荒
井
重
之
さ
ん
（
調
布
警

察
署
生
活
安
全
課
係
長
）〔
持
ち
物
〕

筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

■
学
習
教
室
（
小
学
校
６
年
生
）

〔
日
時
〕
水
・
金
曜
日
午
後
４
時　
５０

分
〜
６
時　

分
〔
教
科
〕
国
語
・
算

５０

数
〔
月
謝
〕
７
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人

２９材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６
７

３
５
へ
。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
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ぼ
た
る
祭
」
を
、
中
越
大
震
災

後
三
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

　
「
雪
の
中
の
灯
り
」を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
町
全
域
を
舞
台
に
し

て
、
２
万
本
の
ロ
ー
ソ
ク
の
灯

り
が
幻
想
的
な
世
界
を
創
り
だ

し
ま
す
。

　

こ
の
元
気
と
希
望
の
灯
り
に

よ
り
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方

々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も

に
、
復
興
へ
の
誓
い
を

発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

狛
江
市
の
皆
さ
ん
、

「
雪
洞
火
ぼ
た
る
祭
」

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

２
月　

日
�
正
午
〜

２３

午
後
８
時　

分
３０

●
会
場　

川
口
町
運
動
公
園
多

目
的
広
場

●
内
容

▽
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

雪
積
み
合
戦
、
雪
上
滑
り
台
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
、
家
族

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

▽
屋
台
出
店　

地
元
食
材
を
使

っ
た
郷
土
料
理
な
ど
が
出
店
し

ま
す
。

▽
雪
灯
り　

会
場
お
よ
び
町
全

域
に
雪
灯
り
を
灯
し
ま
す
。

▽
雪
上
花
火　

冬
の
夜
空
に
大

輪
が
花
開
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
町
企
画

商
工
課
�
０
２
５
８
（
８
９
）

３
１
１
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�腰壁の作成


